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糸島ロータリークラブ長期計画  第 2700 地区 糸島 RC 

１、A ）糸島ロータリークラブ アンケート結果報告①  

（実施日 2019/07/05） 

１）会員満足度             

  アンケート回収率 56.1％ 

・現状に満足されている方が 62％おられますが一方現状に不満な点があると回答いただい

た方 19％もあります。 

・新規会員のオリエンテーションや職業奉仕に関する研修会が軽視されているように感じ

る、ロータリーの基本となる職業奉仕こそが本当の徳であると思う。新会員に理解される

様多くの研修を開催してほしい。 

２）クラブ活力テスト（アンケート回収率 38.6％）（実施日 2019/07/05）         

・5 項目ある中で最高点 100 点と最低点 39 点の差が大きいのが気になります。 

・回収率の低さに問題がある、関心が余りない様に感じられる。 

◆ 糸島ロータリークラブ実力とレベル   レベルＢの評価 

・クラブの現状 糸島ロータリークラブは多くの領域で良好な運営が行われており、他ク

ラブの範となる活動・実績もみられます。メンバーの多くは高い意欲を持っていますが、

一部領域でコミュニケーション不足・機能不全が見られます。 

・対策  平均的以上の現状に安住することなく、卓越したリーダークラブを目指して改



革を進め、特にクラブ組織の強化、地域社会への貢献、リーダーロータリアンの育成が

期待されています。 

２、クラブの現状はどうか。 

クラブの長所と短所を挙げ、次に地域社会に存在する機会と課題を挙げてみましょう。 

 糸島ロータリークラブの長所 

  ・クラブの雰囲気が明るい。仲が良い。一部であるが本音で付き合える。ク 

ラブにコンパクトなまとまりがある。 

  ・若い会員が入会して、年齢層が広がっている。一部の先輩方とコミニケー 

ションが取れ情報交換などができている。人生経験を聞く機会もある。 

・IT に強い会員がいるので、リモート例会、ラインによる電子的繫がりが 

他クラブと比較して多い。 

糸島クラブの短所 

・仲は良いが、会員同士よく知らない、交流の広がりが欲しい。 

・一部の先輩とはコミュニケーションはよくできているが、一部の先輩とは 

出来ていない。例会に出辛い方もいらっしゃるのではないか。 

   ・会員間の理解が浅い。互いに詳しく知らない、会員の本当のことが知り 

たい。 

   ・自分の会社の経営課題とか会員と話し合えるクラブの組織作りができ 

ていない。 

   ・財団や米山への寄付など全く個人差が大きい、財団を理解していない方 



で０円の方がいるのは残念です。財団だけでなく活発に動く人と、そう 

でない人、人との温度差がある。 

   ・行事がマンネリ化しているように思われる。 

   ・入会 3 年未満の会員研修への参加が少なく、3 年未満の方にロータリー 

を知る研修に参加いただく方法を考えなくては。 

   ・新会員のオリエンターション、特に職業奉仕に関する研修が軽視されて 

いるように感じる。会員研修を担当する委員会に会員研修が出来る 

ようノウハウを積み上げと欲しい。 

 

地域社会に存在する機会 

   ・九大が糸島に移転して 10 年近くなるが、糸島が学研都市になってきている。 

    ・世界で魅力的な町として第 3 位に選ばれた糸島。糸島という誇れる財産を持つ

ロータリーである。 

    ・糸島 RC は地域活動を良くやっていると思う。地域に根差した密着型のプロジ

ェクトが多い。 

      ・地域に糸島 RC はこんなことをやっているんだよ、というアピール 

が良くできている。一方、地域活動が地域に理解されているか疑問 

です。もっと知っていただくよう努力したほうがいいのでは。 

 

地域社会に存在する課題 



      ・糸島市の人口は横ばいであり、糸島市の市民一人当たりの法人市民税は福岡都

市圏 1７都市の中で 17 位です。これは福岡市に通勤する人が多く、糸島市内に

企業が発達していなくて雇用の機会がないからです。 

    ・糸島市の少子化率が低いがこれは糸島市の施策にもよるが、地元に雇用を機会

がなく、福岡市まで通勤せねばならないことも大きな原因です。 

     ・ロータリークラブが推奨する職業奉仕は、会員の企業が成長することで社会

の成長につながるという事です。 

 

 B）糸島ロータリークラブ アンケート結果報告② 

  2025年 8月 1日実施  

      入会 5年未満会員対象のアンケート 集計結果 
 

目的と結果の活用について 

本アンケートは、当クラブに入会 5 年未満の会員からの、新たな視点での感想、意見や

提言を得ることで、これからのクラブ運営の参考にし、さらなる当クラブの活性化を図る

もの。 対象者 12名 回収率 100％ 

 

 

 

アンケート内容                

１）入会の動機・理由をお選びください   

知人・友人の紹介 ６  会社・上司からの紹介 ２   取引先からの紹介 ２    その

他 2 

 

2） 入会前と入会後のロータリークラブのイメージの差  

全く良くない ０ あまり良くない ０  ふつう（よくわからない） １  良さそう 

５  良い ６ 

 

3） 会員としての満足度 （5段階評価） 

全く不満 ０   少し不満 ０    ふつう（よくわからない） ０  やや満足 ３   お

おいに満足 ９ 

 



4） 先輩会員の応対やクラブ内部での人間関係  

全く不満 ０   少し不満 ０   ふつう（よくわからない） ２  やや満足 １   お

おいに満足 ８ 

 

5） 国際ロータリーや糸島ロータリークラブのことを理解できていますか？  

全くわからない ０   よくわからない ４  少しわかる ８   よくわかる ０ 

 

６）友人や知人にも入会を勧めたいですか？  

勧めたくない ０     何とも言えない ６    勧めたい ６ 

 

7） その他：自由記載 

入会して良かった点 

 ・人生の先輩と交流の機会が増え、とてもためになる 

 ・人間関係が学べる点が良かった（ゴルフを始めるきっかけを作ってくれた） 

 ・地元の方との繋がりができたのでありがたい 

 ・楽しい先輩が多く、飲み会も楽しい 

 ・相手を敬い、思いやりの心が今まで以上に持てた気がする 

 ・いろいろな業界の方と知り合えてよかった 

 ・例会会場がグローカルホテルで良かった 

 ・皆が思いやりを持って接してくれ居心地が良く、感謝している 

 ・ロータリー活動（例会や奉仕など）を通じて自己成長につながっている 

 ・人脈が増えすごく良い、毎回例会に来ることが楽しみ 

 ・例会で毎週、いろんな人と話ができて勉強になる 

 ・知り合いが増えることで、仕事にもつながる 

 

 

3、 実現をめざす糸島ロータリービジョン 

「われわれ糸島ロータリアンは、親睦を大切にして家族のように親交

します。  

会員の満足度をたかめ、活力あふれる職業人が互いに切磋琢磨し、 

魅力的な職業サービスを通して社会に貢献します。 

糸島の自然と子どもたちを守り育み、若者の地域への回帰を図り、 

明るい未来に向け、地域と社会を建設して、世界平和につなげます」 



4、 戦略的優先事項 

クラブの戦略的優先事項は、ビジョンの達成を支えるもので、「どのように達成す

るか」という問いに答える ものです。3～5 年以内に達成できることを優先順位をつ

けて上げて下さい。 

 

1、 会員基盤の向上(会員増強・退会防止、会員教育、次世代育成)を図る。 

1 若い会員、女性会員の入会を促進させる。 

2 新会員へのオリエンテイションを充実させる。 

3 ロータリー勉強会の継続的実施をする。 

4 次世代を育成する。(インターアクト、ローターアクト、衛星クラブの設立検討す

る) 

2、 会員相互理解の推進、親睦を進める。 

1 例会を通じて会員同士の理解を深める。 

2 家族を含め交流と親睦の機会を増やす。 

3、 クラブ組織、委員会運営方法、理事選挙制度の改革を検討する。 

CLP はクラブを長期継続的視点で、また委員会を委員長単独でなく委員会単

位 

で運営しようというものです。CLP 合わせた体制をとる。 

4、 公共イメージと認知度の向上を図る。 



1 実社会へ持続可能な影響力を残す奉仕活動を行う。 

2 地域社会が抱える問題解決への協力を行う。 

3 人道的奉仕の増加と重点化をおこなう。(活躍できる人道的奉仕にどのよう

なものがあるか検討する) 

 

 

 

５、年次目標  戦略的優先事項を設定したら、それを達成するための年次目標を立てま

す。 戦略的優先事項を書いたら、そのための年次目標、実行項目、必要なリソース・人材、 

担当する会員、達成期日を記入してください。 ヒント ｢誰が」 ｢何を」「いつ」 ｢どのよう

に」という 点が明確で、測定可能 な目標を立てます。 

 

（１）戦略的優先事項 1：会員基盤の向上 

(会員増強・退会防止、会員教育、次世代育成) 

1 若い会員、女性会員の入会を促進させる 

2 新会員へのオリエンテーションを充実させる。 

3 ロータリーの勉強会の継続的実施をする。 

4 次世代を育成する。(インターアクト、ローターアクト、衛星クラブの設立を検

討する) 

年度末までに記入してください。 



計画項目は、緑文字、達成は青文字、未達成は赤文字 

神代年度（２０２５～２６） 

 

年次目標 実行項目 担当する会員 達成期日 

 ①若い会員、女性会員の入会を促進させる 会員増強委員会 7 月 4 日 

2 名の女性

会員入会 

 女性会員を含めた会員増強。会員拡大６０名目標  現在 58 名 

5 名入会 

1 名退会 

 ②新会員へのオリエンテーションを充実させる 会員増強委員会 7 月 18 日 

 会員研修委員会の協力を仰ぐ  3 回開催 

 ③ロータリーの勉強会の継続的実施をする。 会員増強委員会 7 月 18 日 

誰でも参加

出来るオリ

エンテーシ

ョンにした 

 会員研修委員会、職業奉仕委員会による勉強会  1 月 23 日 

 5 ④次世代を育成する。(インターアクト、ローターアク

ト、衛星クラブの設立を検討する) 

長期計画委員会と青

少年奉仕委員会 

衛生クラブ

設立の検討

を始める 

 

 



幸田年度（２０２６～２７） 

年次目標 実行項目 担当する会員 達成期日 

 ①若い会員、女性会員の入会を促進させる 会員増強委員会  

 若手、女性、ベテラン経営者の会員増強 

会員拡大 目標 60 名 

  

 ②新会員へのオリエンテーションを充実させる 会員増強委員会  

 会員研修会（会員研修委員会による入会３年未満の新会

員へのオリエンテーションの充実 

  

 ③ロータリーの勉強会の継続的実施をする。   

 会員研修委員会、職業奉仕委員による勉強会 会員研修委員会 

職業奉仕委員会 

 

 ④次世代を育成する。(インターアクト、ローターアク

ト、衛星クラブの設立を検討する) 

※インターアクト・ローターアクトに関しては今期検討

なし 

 

長期計画・定款・細

則特別委員会 

青少年奉仕委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（２）戦略的優先事項２：会員相互理解の推進、親睦を進める 

1 例会を通じて会員同士の理解を深める。 

2 家族を含め交流と親睦の機会を増やす。 

年次目標 実行項目 担当する会員 達成期日 

 1 例会を通じて会員同士の理解を深める。 親睦委員会  

 月に１度３分間スピーチを行う。 プログラム委員会 達成、継続中 

 2 家族を含め交流と親睦の機会を増やす。 親睦委員会 11 月 8 日トレ

ッ キ ン グ ・

BBQ 開催、

花見例会では

前交換留学生

のニコ君との

交流も出来ま

した。 

 交換留学生との親睦行事、家庭集会開催 親睦委員会他 達成 

交換留学生を

通じてホスト

ファミリー同

士の交流、会

員との交流も



神代年度（２０２５～２６） 

 

 

幸田年度（２０２６～２７） 

年次目標 実行項目 担当する会員 達成期日 

 1 例会を通じて会員同士の理解を深める。   

 会員による「スピーチ例会」年間 3 回行う 

親睦夜間例会を年 3 回行う（家庭集会代替兼） 

※親睦夜間例会予算検討 

※新年会・桜見・納会の夜間例会は通年通り行う 

プログラム委員会 

クラブ管理運営 

［例会］［親睦］ 

 

 2 家族を含め交流と親睦の機会を増やす。 

家族を含めた夜間例会を増やす 

親睦旅行の企画検討を行う 

米山記念奨学の世話クラブ希望 

 

クラブ管理運営 

［例会］［親睦］ 

ロータリー財団 

 

 

 

 

（３）戦略的優先事項３：クラブ組織、委員会運営方法、理事選挙制度の改

革を検討する 

出来ました。 

家庭集会も予

定通り開催 



・CLP はクラブを長期的継続的視点で、また委員会を委員長単独ではなく委員会単

位で運営しようというものです。CLP に合わせた体制をとる。 

神代年度（２０２５～２６） 

年次目標           実行項目 担当する会員 達成期日 

 CLP はクラブを長期的継続的視点で、また委

員会を委員長単独ではなく委員会単位で運営

しようというものです。CLP に合わせた体制

をとる。 

長期計画小委員会 委員会ごとに 

グループ LINE

で確認、情報共

有を行っている 

 各小委員会には副委員長を据え委員会の活性

化を図る 

 達成 

 

 

 

幸田年度（２０２６～２７） 

年次目標           実行項目 担当する会員 達成期日 

 CLP はクラブを長期的継続的視点で、また 

委員会を委員長単独ではなく委員会単位で

運営しようというものです。CLP に合わせ

た体制をとる。 

各小委員会には副委員長を据え委員会の皆

で活性化を図る 

長期計画委員会  

全会員共有 

 

 

 

 

 



親睦委員会の委員を増員、CLP を元に糸島

ロータリークラブ 60 周年に向けて企画検

討の準備々 

 

 

 

（４）戦略的優先事項４：公共イメージと認知度の向上を図る  

1 実社会へ持続可能な影響力を残す奉仕活動を行う。 

2 地域社会が抱える問題解決への協力を行う。 

3 人道的奉仕の増加と重点化を行う。(活躍できる人道的奉仕にどのようなものがある

か検討する) 

 

 

 

神代年度（２０２５～２６） 

年次目標 実行項目 担当する会員 達成期日 

 ①実社会へ持続可能な影響力を残す奉仕活動

を行う。 

社会奉仕・     

環境保全委員会 

 

 「糸島の自然とこどもたちを守り育てるプロ

ジェクト」の継続 

 10 月 28 日福吉海岸

にて稚魚放流と海岸

清掃を実施 

 ②地域社会が抱える問題解決への協力を行

う。 

広報・公共イメ

ージ委員会 

 



 糸島 RC が地域社会に貢献・奉仕する団体だと

いうことの認識を広める 

 各会合にて糸島 RC

の地域奉仕活動につ

いて紹介した。 

稚魚放流事業の糸島

新聞掲載 

 ③人道的奉仕の増加と重点化を行う。(活躍で

きる人道的奉仕にどのようなものがあるか検

討する) 

国際奉仕・青少

年奉仕委員会 

行政より市内中学校

での起業家教育授業

の打診、相談を受け

る 

 ポリオプラス 1 人あたり 30 ドル以上の寄

附を継続 

 達成 

 

 

幸田年度（２０２６～２７） 

年次目標 実行項目 担当する会員 達成期日 

 ①実社会へ持続可能な影響力を残す奉仕活動

を行う。 

  

  

「糸島の自然とこどもたちを守り育てるプロ

ジェクト」の継続 

社会奉仕・環境

保全委員会 

 

 ②地域社会が抱える問題解決への協力を行

う。 

  



 糸島 RC は地域社会に貢献と奉仕する団体だと

いうことの認識を広める 

ロータリークラブのポリオ撲滅への取組など 

 

広報・公共イメ

ージ委員会 

 

 ③人道的奉仕の増加と重点化を行う。(活躍で

きる人道的奉仕にどのようなものがあるか検

討する) 

ロータリー奉仕デーへの参加推進 

ポリオ撲滅に向けて、ポリオプラス 1人あたり

30 ドル以上の寄付を継続 

 

国際奉仕・青少

年奉仕委員会 

公共イメージ 

ロータリー財団 

 

 

 

 

６、目標に向けての進捗はどうか ・長期計画チームが、目標に向けた進捗状況を定期的に確認し、

必要に応じて 計画への修正を提案する 

７、長期計画の修正及び次期計画の作成 

・長期計画チームが、目標に向けた進捗状況を定期的に確認し、必要に応じて計画への修正を提案

する。 

・毎年、クラブ会員とともに長期計画(ビジョン、優先事項など)を見直し、修正の必要があるか確

認する。 

・クラブの決定が長期計画に沿ったものになるよう確認し、決定に当たっては戦略計画チームの意

見を参考にする。 

・計画に実現に必要なリソースを十分に配分する。 

・３年ごとに長期計画プロセスを繰り返し、新しい計画を立てるか、現行の計画を維持する。 

戦略計画の進捗を確認するためにクラブがとるステップをご記入ください。これには確認の期日や



周期も含みます。(例:毎月の定例理事会での報告、クラブ協議会での報告、年次評価など) 

・クラブの長期計画特別委員会が理事会の委託を受けて各委員会やプロジェクトの進捗の確認

を行うものとする。 

・クラブ長期計画特別委員会は構成として、委員長、直前会長、会長、会長エレクト、幹事、

幹事エレクトその他数名の委員からなり、当該年度の会長が指名する。 

ステップ 

1、 当該年度前年、予定者の段階で各委員会から当該年度の予定を確認する。 

2、 進捗の途中確認は随時行う。 

3、 各委員会の進捗、申し送り等の最終確認は当該年度の４月～6 月に行う。 

4、 理事会が責任を持つ項目に対しては、会長・幹事に進捗の確認を行う。 

5、 途中で修正の必要がある場合、担当委員長及び会長、幹事、理事会に勧告を行う。 

6、 クラブ協議会にて中途の報告を行う。 

7、 翌年の特別委員会メンバーに詳しい引継ぎを行う。 

8、 年度の最終理事会に対し、報告義務を負う。 

9、 2025 年～2028 年度に次の 3 年に向けた第３期長期計画立案を行う。 

 


